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久

徹

出

初

期

は

柳

圧

匹

十
二
月
三
十
日
か
ら

一
月
八

日
ま
で
開
催
さ
れ
る
第
八
十
回

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
の
組
み
合
わ
せ
描
選
会
が
十

九
日
、
東
京

・
六
本
木
の
ジ

ェ

ル
フ
ァ
ー
レ
で
行
わ
れ
、
全
国

四
十
八
代
表
（
東
京
都
は
二
校
）

の
初
戦
の
相
手
が
決
ま

っ
た
。

三
年
連
続
三
回
目
の
出
場
と

な
る
府
代
表
の
久
御
山
は
、
十

二
月
三
十

一
日
午
後
二
時
十
分

か
ら
、
千
葉
市
の
県
総
合
運
動

場
陸
上
競
技
場
で
、秋
田
西
（初

出
場
）
と
対
戦
す
る
。

久
御
山
の
元
井
俊
介
主
将
は

国
制
覇
の
目
標
に
向
か

っ
て
、

勝
ち
進
ん
で
い
き
た
い
」

．

一
方
、
秋
田
西
の
細
谷
孔

一

主
将
は

ズ
予
年
春
に
静
岡
に
遠

征
に
行
っ
た
と
き
に
、
久
御
山

の
チ
ー
ム
は
見
た
こ
と
が
あ

る
。
延
長
戦
を
制
し
た
県
大
会

決
勝
の
よ
う
な
戦
い
を
す
れ
ば

初
戦
突
破
は
で
き
る
は
ず
。
ま

ず

一
勝
で
、
新
し
い
秋
田
西
の

歴
史
を
飾
り
た
い
」
と
闘
志
を

見
せ
た
。

久
御
山

・
松
本
悟
監
督
の
話

「
選
手
が

一
丸
と
な
っ
て
戦

っ

て
き
た
。
て
い
ね
い
に
ボ
ー
ル

初戦での対戦が決まり

握手する秋田西 (左)

と久御出の代表選手

障
害
者
の
総
合
相
談

舞
鶴
に
窓
口
開
設

在
宅
障
害
児
や
知
的
障
害

者
、
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
や

勉
強
会
を
企
画
し
た
り
す
る

「
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み

ず
な
ぎ
」
が
舞
鶴
市
鹿
原
、
社

会
福
祉
送
人
み
ず
な
ぎ
学
園
に

開
設
し
、
行
政
や
施
設
の
担
当

者
ら
向
け
の
説
明
会
が
二
十
日

午
後

一
時
半
か
ら
、
府
舞
鶴
地

方
振
興
局
で
開
か
れ
る
。
府
の

障
害
児

（
者
）
地
域
療
育
等
支

援
事
業
の
受
託
事
業
で
、
利
用

対
象
は
舞
鶴
、
綾
部
、
福
知
山

の
三
市
と
大
江
、
三
和
、
夜
久

野
の
三
町
。
相
談
料
は
無
料
。

事
業
は
、
総
合
相
談
窓
口
を

設
け
、
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
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タ
ー
を
配
置
０
生
活
や
介
護
、

就
労
な
ど
内
容
に
応
じ
て
、
専

門
の
看
護
婦
や
指
導
鼻
う
に
振

り
分
け
、支
援
や
助
言
を
す
る
。

ま
た
巡
回
相
談
や
重
度
の
知
的

障
害
児

（
者
）
家
庭
へ
の
訪
間

健
康
診
査
を
実
施
。
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
つ
い
て
の
関
係
機
関
と

の
連

絡
、
郵
理

石

行

つ
。

来
所
相
談
の
受
け
付
け
は
午

前
九
時
１
年
後
五
時
。
電
話
相

談

（
０
７
７
３

，
６４

・
３
７
６

６
）
は
二
十
四
時
間
応
じ
る
。

訪
間
相
談
は
予
約
が
必
要
。
土
、

日
曜
日

・
祝
日
は
休
業
。

で
届
く
。
会
費
は
無
料
。

開
設
記
念
と
し
て
、
十

一
月

中
の
登
録
者
に
は
抽
選
で
二
組

四
人
に
京
都
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
日
帰

リ
カ
エ
料
理
旅
行
券
を
贈
る
的

十
二
月
以
降
も
抽
選
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
す
る
。

二
十
日
正
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
大
阪

駅
、
二
十

一
日
午
後

一
時
か
ら

同
京
都
駅
中
央
ゲ
ー
ト
で
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
京
都
駅

で
は
特
産
の
ち
く
わ
七
百
人
分

を
配
る
。

ア
ド
レ
ス
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
ず
き
，
ミ
ヨ
電
電
こ
騨
”
●
Ｐ

ド
Φ
，“
Ｒ

‐
日
出
母

置

、

携

帯
電
話

（
ｉ
ｌ
ｍ
Ｏ
ｄ
ｅ
、
３

ｌ
Ｓ
Ｋ
ｙ
の
み
）
が
Ｆ
辞
ロ
ミ

慧
電
車
・０
や
０
●
Ｐ
お
Ｐ
“
じ
、
‐

３
出
Ｎ
宮
卓
ミ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
玉

中　
間

い
合
わ
せ
は
同
協
会

（
０
７
７

３

●
６６

。
‐
０
２
４
）
へ
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
特
名

軽
ト
ラ
衝
空網一

十
九
日
午
後
一
直

ろ
、
網
野
町
生
野
内

タ
ン
ゴ
鉄
道

（
Ｋ
Ｔ

踏
切
（遮
断
機
、整
轟

で
、
京
都
発
久
美
流

「
タ
ン
ゴ
デ
ィ
ス
坊

号
」

（
四
両
）
が
、

業
坪
倉
和
行
さ
ん
余

軽
ト
ラ
ッ
ク
と
衝
象

ッ
ク
は
約
八
財
跳

れ
、
坪
倉
さ
ん
と
、

い
た
近
く
の
農
業
淋

ん
（鶴
）が
顔
や
手
カ

け
が
。
乗
筈
約
六
＋

は
な
か

っ
た
。

特
急
は
三
十
分

後
、
運
転
を
再
開
。

で
普
通
列
車
二
本

れ
、
計
百
三
十
人
に
一

組
野
薯
な
ど
に
士

ト
ラ
ッ
ク
は
踏
切
券

し
て
、
特
急
の

一
而

に
衝
突
し
た
と
い
ち

発
信
登
録
受
け
付
け

特
産
品
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
。

市
鉄
道
等
利
用
促
進
協
議
会

と
タ
イ
ア
ッ
プ
。
同
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
で
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
と
、
会
員

登
録
で
き
る
。
対
象
ほ
市
外
の

人
で
、
会
員
に
は
イ
ベ
ン
ト
、

Ｊ
Ｒ
企
画
情
報
な
ど
が
メ
ー
ル

舞
鶴
観
光
情
報

メ
ー
ル
で

き
ょ
う
か
ら

舞
鶴
観
光
協
会
は
二
十
日
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
の
メ
ー
ル
で

「ま
い
づ
る

観
光
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
会
員

登
録
を

受
け
付
け
る
。
観
光

情
報
を

発
信
し
、
Ｊ
Ｒ
を
利

用
し
て
舞
鶴
市
を
訪
れ
て
も
ら

う
試
み
で
、
会
員
に
は
抽
選
で
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近
く
の
自
然
観
察
指
導
員

糸
井
　
昭
さ
ん

の
）

（峰
山
町
呉
服
）

巡
回
や
福
祉
情
報
提
供

社
会
福
祉
法
人

「み
ず
な

ぎ
学
園
」

（多
田
卓
夫
理
事

長
）
は
、
舞
鶴
市
鹿
原
の
同

学
園
に
地
域
生
活
支
援
セ
ツ

タ
ー

「み
ず
な
ぎ
」
を
、
こ

の
ほ
ど
開
設
し
た
。
同
市
な

ど
近
隣
自
治
体
の
在
宅
の
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
児
と
知
的
障

害
者
、そ
の
家
族
ら
が
対
象
。

総
合
相
談
窓
口
に
専
任
の
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
介
護
や
生
活
上
の
相
談

に
応
じ
た
り
、
各
種
福
祉
サ

ー
ビ
ス
な
ど
情
報
提
供
を
無

料
で
行
う
。

府
が

「障
害
児

（者
）
地

域
療
育
等
支
援
事
業
」
と
し

て
委
託
し
た
事
業
で
、
同
学

園
に
は
先
丹
開
設
。
舞
鶴
、

綾
部
、
福
知
山
、
大
江
、
三

和
、
夜
久
野
の
三
市
三
町
の

住
民
が
利
用
で
き
る
。

相
談
事
業
と
し
て
は
、
同

学
園
の
看
護
婦
や
指
導
員
ら

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
家
庭
訪
間

す
る
巡
回
相
談
や
、
利
用
者

が
セ
ン
タ
ト
を
訪
れ
る
外
来

相
談
な
ど
を
行
う
。
ほ
か
に
、

重
度
知
的
障
害
者

（児
）
の

家
庭
を
訪
問
し
て
の
健
康
診

査
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
際
し
て
の
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
、
個
別
の
援
助
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
育
成
や
講
習
会
開
催
な

ど
、
広
く
在
宅
障
害
者
の
支

援
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

巡
回
相
談
は
事
前
予
約
が

必
要
。
外
来
相
談
は
年
前
九

地域生活支援センターを開設したみずなぎ学園

鋳 鶴市廃原)

舞鶴の「みずなぎ学園」

へ?誉電昼啓曇
3は  日 四 時
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海沿 いの公 国で 清掃活動 に

励 む関電職 員 (宮津市 ・島

崎公 園)

一十
日
、
同
市
の
震
崎
公
庫
一に
隠
佐
澤
市
と
ナ
任
賦
α
老

品質誠実  打際騨
―  _ _ L

ン
無
免
許
運
〓

２０
日
午
前
ｍ

峰
山
町
安
の
い

中
の
峰
山
署
ヨ

し
た
軽
自
動
一

文
‐
ン　
こ
え
姿

き
缶
な
ど
を
搭

世
界
２
冠
ハ喜
び
を
報
生

郷
腔
野

加
悦
谷
高
合
唱
部
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア

・
ウ
イ
ー

ン
市
で
開
か
れ
た

「第
十
八

回
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
国
際
合
唱

２
冠
を
達
成
し
、
喜
び
の
報
告
を
す
る
合
唱
部
の
メ
ン
パ
ー

（野
田
川
町

・
加
悦
谷
高
）

コ
ン
ク

・
―
ル
」
で
、
三
度
目

の
総
合
優
勝
な
ど
二
冠
を
達

成
し
た
加
悦
谷
高
合
唱
部
の

メ
ン
バ
ー
が
二
十
日
、
野
田

川
町
の
同
高
に
帰
り
、
保
護

者
ら
を
前
に
、
優
勝
の
喜
び

を
報
告
し
た
。

出
場
し
た
部
員
と
卒
業
生

計
五
十
二
人
を
乗
せ
た
バ
ス

は
年
後
三
時
半
に
到
着
。
級

友
や
保
護
者
ら
約
二
百
人
が

大
き
な
拍
手
で
出
迎
え
た
。

あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
安
見
文

子
部
長
合
０
は

「八
時
間
の

時
差
、
慣
れ
な
い
外
国
語
の

発
音
・‥
。
苦
し
ん
だ
中
で
の

優
勝
は
達
成
感
が
あ
り
ま

す
」
と
言
葉
を
つ
ま
ら
せ
た
。

課
題
曲
が
外
国
語
の
た

め
、
現
地
で
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
人
か
ら
二
日
間
、
ド
イ
ツ

語
と
イ
タ
リ
ア
語
の
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
た
「　
一
日
十
時
間

の
猛
特
訓
の
成
果
で
、
歌
い

終
わ
っ
た
後
一

「ブ
ラ
ボ
止

の
大
歓
声
に
一

う
。
顧
問
の

合
し
は

「不

高 山
_ ― . _

り
超
え
た
一

三
冠
は
獲
一

本
当
に
よ
，

話
し
て
い
一
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第 3日 MBC杯 少年野球大会

間新民市

完
成
さ
せ
た
労
作
を
自
費
出
版

高野少年野球クが決勝で中筋破り優勝

大
山
の
農
林
業
、
岡
山
親

年
さ
ん

（８５
）
が
こ
の
ほ
ど
、

同
地
区
の
生
活
や
農
作
業
な

ど
を
ま
と
め
た
冊
子

「大
山

め
暮
ら
し
」
（Ｂ
５
判
、
九
十

四
玲
）
を
自
費
出
版
し
た
。

稲
刈
り
の
様
子
や
民
具
な
ど

を
写
真
で
紹
介
す
る
な
ど
、

約
十
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ

た
労
作
と
な

っ
て
い
る
。

大
山
生
ま
れ
の
岡
山
さ
ん

は
出
兵

の
体
験
を
は
さ
ん

で
、
約
六
十
年
間
農
林
業
に

従
事
。
酪
農
な
ど
も
管
ん
で

き
た
が
現
在
も
山
に
出
掛
け

て
仕
事
を
す
る
現
役
で
、
京

都
府
指
導
林
家
を
務
め
て
い

る
。
昭
和
五
十

一
年
、
村
の

有
志
ら
と
大
山
の
歴
史
を
書

い
た
冊
子
を
作

っ
た
。

そ
の
後
も
村
の
暮
ら
し
に

用
い
た
民
具
や
農
具
な
ど
を

見
レ
と
卜
と
Ｒ
う
卜
終
卜
Ｌ
，

第
三
回
舞
得
ベ
ー
ス
ポ
ー

ル
ク
ラ
ブ

（Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
杯
少

年
野
球
大
会
が
二
十
三
、
二

十
四
日
、
行
永
の
舞
鶴
球
場

な
ど
で
行
わ
れ
、
高
野
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
た
。

稲
刈
り
の
様
子
や
民
具
な
ど

剛妹
寸
使
冊
子
東
山
の
暮
ら
上

冊
子
を
作
っ
た
岡
山
さ
ん

朽
化
す
る
な
ど
し
て
姿
を
消

し
て
き
た
た
め
、
記
録
だ
け

で
も
伝
え
よ
う
と
今
回
の
冊

子
作
り

の
準
備
に
取
り
か

か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
今
年

二
月
に
文
庫
山
学
図
で
自
身

が
所
有
す
る
民
具
を
展
示

し
、
終
了
後
は
市

へ
寄
贈
。

長
年
、
市
に
農
民
呉
資
料
館

の
設
立
を
要
望
し
て
き
た
。

冊
子
は
大
山
の
道
路
事
情

の
移
り
変
わ
り
、
子
供
の
遊

び
、
稲
作
や
畑
作
、
養
蚕
、

炭
焼
き
、
村
の
方
青
な
ど
の

項
目
を
設
け
て
紹
介
し
た
。

所
有
す
る
農
具
と
民
具
を
撮

影
一
写
真
付
き
で
説
明
し
て

い
本
。
現
存
し
て
い
な
い
道

具
は
各
地
の
資
料
館
を
訪

れ
、
撮
影
し
て
収
録
し
た
。

岡
山
さ
ん
は

「木
や
竹
で

手
作
り
し
た
道
具
は
捨
て
て

た
。
い
ま
は
便
利
に
な

っ
た

が
道
具
は
捨
て
れ
ば
ご
み
に

な
る
。
昔
が
よ
か

っ
た
と
は

い
わ
な
い
が
、
冊
子
で
こ
う

し
た
こ
と
を
考
え
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。
五

百
部
作
成
し
た
。　
一
冊
千
三

百
円
で
配
布
し
て
い
る
。
（ロ

な
６７

・
０
３
５
２
、
岡
山
さ

ん
。

優
勝
し
た
高
野
少
年
野
球
ク

ブ

（魚
住
逸
弥
代
表
）
が
、

市
内
の
小
学
生
チ
ト
ム
を
対

象
に
、
野
球
技
術
の
向
上
な

ど
を
狙
い
に
開
催
し
て
い
る

大
会
。
二
十
三
日
に
開
会
式

が
あ
り
、
南
舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ

元
西
高

・
校
長

高
宮
健
氏
が
死
去

旧
制
舞
鶴
中
学
時
代
か
ら

西
舞
篠
高
校

の
教
壇

に
立

ち
、
同
高
校
長
も
務
め
た
高

官
健
氏

（た
か
み
や

。
た
け

し
）
が
二
十
三
日
一
腎
不
全

ろ
し
）
氏
。
自
宅
は
宮
津
市

大
久
保
二
人
四
。

高
宮
氏
は
、
昭
和
十
五
年
、

旧
制
舞
鶴
中
学
校
に
奉
職
。

昭
和
二
十
三
年
の
学
制
改
革

で
西
舞
緯
高
校
と
な
つ
て
か

ら
も
同
枝
教
諭
を
務
め
た
。

そ
の
後
、
宮
津
高
校
副
校
長

（現
教
頭
）
、
加
悦
谷
高
校

みずなぎ学園

相談舘日設け
家族らにアドバイス
地域生活支援センター開設

鹿
原
の
社
会
福
祉
法
人

・

み
ず
な
ぎ
学
園
は
、
府
の
障

害
児

（者
）
地
域
療
育
等
支

援
事
業

の
委
託
を
受
け
、
「地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず

な
ぎ
」
を
同
学
囲
内
に
開
設

し
、
こ

の
ほ
ど
事
業

を

ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
相
談
窓
田

を
設
け
て
専
任
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
、
在
宅
の
障
害

児
や
知
的
障
害
者
が
地
域
で

生
活
で

≡
き
る
よ
う
に
、
相
談

に
応
じ
る
な
ど
の
支
援
を
し

て
い
く
。

「
み
ず
な
ぎ
学
園
」
は
知
的

障
害
者

の
授
産
施

設
と
し

選
手
宣
誓
し
た
。

今
大
会
に
は
十

一
チ
ー
ム

が
参
加
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

優
勝
を
争

っ
、た
。　
　
一

結
果
は
次
の
通
り
。

▽
１
回
戦
＝
舞
緯
東

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
７
１
２
福
井

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
志
楽
ド

リ
ー
ム
ズ
２４
‐
１
亘
笠
少
年

野
球

ク
ラ
ブ
、
与
保
昌

ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
０
１
６
池
内

少
卒
野
球
ク
ラ
ブ

（与
保
呂

の
抽
選
勝
ち
）
▽
２
回
戦
＝

舞
鶴
東
ス
ポ
少
０

ヽ
１
４
南
舞

権

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
高
野

楽
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
中
葬

縄
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
８
１
５

志
楽
ド
リ
ー
ム
ズ
、
中
筋
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
６
１
４
与
保

呂
ス
ポ
少
〉
準
決
勝
＝
高
野

少
年
野
球
ク
９
１

０
舞
鶴
束

ス
ポ
少
、
中
筋
少
年
野
球
ク

６
１
１
中
舞
縄
少
年
野
球
ク

▽
決
勝
＝
高
野
少
年
野
球
ク

５
１
３
中
筋
少
年
野
球
ク

て
、
生
活
訓
練
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
に
取
り
組
み
、

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
体
験
を

生
か
し
て
、
今
回
の
支
援
事

業
の
委
託
を
受
け
た
。

舞
鶴
市
や
綾
都
市
な
ど
中

丹
の
三
市
三
町
の
在
宅
の
障

害
児

⌒身
体

，
知
的
）
、
知

的
障
害
者
と
そ
の
家
族
が
利

用
で
き
る
。
看
護
婦
や
指
導

員
が
家
庭
訪
問
し
、
介
護
や

就
労
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る

ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

た
家
族
ら
に
ア
ド
バ
イ
ス
。

ま
た
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
調
整
し
た
り
、
在
宅
障

害
一児
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
育
成
も
支
援
す
る
。

セ
ン
タ
ー
長
の
鈴
木
令
子

さ
ん
は

「家
族
か
ら
子
供
の

進
学
の
こ
と
や
障
害
者
が

一

人
暮
ら
し
を
し
た
い
と
い
っ

た
相
談
が
あ
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。
相
談
料
は
無

料
。
来
所
相
談
は
平
日
の
午

飛
啓
短
歌

「鶴
の

紅
の
コ
ス
モ
ス
に
印
怠
れ
ば
遅
れ
し
花
手

色
づ
き
し
銀
杏
の
実
は
何
時
誰
に
拾
は
，、

と
気
に
な
る

谷
川
に
欽
洗
ふ
手
許
暗
み
ゆ
き
合
欲
の
一

ざ
し
た
り

牲
嘘
筏
か
も
め
に
混
り
驚

一
羽
指
師
と
，

立
て
り

夕
暮
れ
の
幹
線
道
路
に
延
々
と
家
路
を
生

美
味
し
い
と
言
ふ
う
か
ら
ら
を
た
べ
つ
【

地
を
か
え
す

若
き
こ
ろ
憧
れ
抱
き
し
人
に
会
ひ
そ
の
「

夜長
月
も
和
無

の
月
も
雨
に
あ
け
仕
舞
ひ
一

あ
る

前
九
時
～
午
後
五
時
。
電
話

相
談
は
二
十
四
時
間
受
け
付

け
る
。
な
６４

・
３
７
６
６
。

拝
Ｄ
忙
Ｒ
“堰
虻

を
同
六
キ

た
。
専
攻

西
舞
鶴

三
十
年
代

長
を
務
め

学
進
学
率

に
、
多
数

学
さ
せ
る

ま
た
、
西

代
に
は
、
・

盟
の
両
丹

運
動
部

の

し
、
同
校

い
た
。

最
近
は

や
文
字
碑

舞
縫
高
校

志
が
発
行

雲
」
に
寄

せ

や

Ｆ
ｒ

よ

い
ず
３
文
革
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